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４月２２日（土）、３年ぶりの春の授業参観が行われました。 

新しい学級の生徒の様子や、担任がどのように授業を行っ

ているのか、１人１台のパソコンはどのように使っているの

か、保護者のみなさんは様々な興味をもって参観いただけた

のではないかと思います。１・２年生は８割以上、３年生で

も６～７割程度のみなさんが参観に来ていただきました。次

は５月１３日の体育祭で、行事に邁進する生徒の様子を参観

していただければと思います。 

また、ＰＴＡ総会も３年ぶりに行われ、今年度のＰＴＡ活

動の内容や会計予算、そして昨年度の役員さん全員が引き続

き今年度も引き受けてくださり、その全てが承認されました。 

昨年まではコロナ禍のため必要最小限となり、学校支援地

域ボランティアの活動等があるため、ＰＴＡだけでの活動は

年々縮小されつつあります。ただ、今年度は数年に一度の「学

校公開」が１１月１日に行われ、種市中に１００人以上のお

客様が来られ、授業研究会が行われます。そこでは事前の校

舎環境整備作業や、当日の駐車場の誘導・受付など、保護者

の皆様のお手伝いをいただかなければならない状況になりま

す。お忙しいところではありますが、ご協力のほどよろしく

お願いいたします。 

令和 5 年度 ＰＴＡ役員 

会 長 藏 谷 幸 輔 

副会長 鶴 嶋 広 喜 原子内 雅 史 田 毛 英 明 千 田 博 之 

監 事 大 道 早 苗 信 田 節 子  

４月 2１日（金）今年度の体育祭結団式が、前半は青軍・紅軍の組団ごと、後半は全体行われ

ました。 

組団ごとの結団式では、団長をはじめとした各リーダーの自己紹介と先生方の自己紹介。そし

て、それぞれ声出しや応援の一部の練習をしました。自己紹介では、３年生のリーダーも然る 

ことながら、先生方（特に３年生の）が大きな声で一発芸？を行ったため、１年生は一瞬呆気 

体育祭結団式 



にとられていましたが、２・３年生の大爆笑につられて笑う様子が見

られました。中学校の行事が「小学校とはひと味違う」というところ

を示した一場面ではないか、というところでした。 

後半の全体集会では、行事の取組を頑張りながらも日常生活をおろ

そかにしないために、生活賞の点検活動が、生徒会長：小林稀さんか

ら詳しく説明されました。 

 

 

 

 

 

種市中学校では毎年「チャレンジ目標」として、学校と家庭が協働して子供たちの成長を支え

るための指標を設定しています。（小学校の「まなびフェスト」と同様） 

今年度は、

昨年度との変

更点はありま

せんが、生徒

の自己肯定感

を高めるため

に、チャレン

ジ目標のそれ

ぞれの項目を

達成できるよ

うに、学校・家

庭の取組を具

体的に載せま

した。一緒に

子供たちの成

長を支えてい

けるよう、ご

協力をお願い

いたします。 

 

 

5 月１日（月）から新しい特別支援員の 

先生 晴山真澄（はれやまますみ）が着任 

しました。6 月から種市在住になります。 

主として 2 年生の授業の支援をします。 

よろしくお願いします。 

応援練習も始まり、12
日間の取組が放課後中心
に行われます 

左 青軍団長：小林 稀 
右 紅軍団長：藏谷 葵 

令和５年度 

学校の取組 目標（ターゲット７） 家庭の取組

日常生活や行事において、それぞれ
の役割を果たすように指導し、愛情
をもってできたことを認める。

①　自分には、何かしらの良い
　ところがある
　　　　　　　　　７０％以上

子どもを観察し、できたことを認
め、愛情をもって接する。

生徒の主体的な学びや学習の三要素
（見通し、振り返り、学習活動の工
夫）を取り入れた授業を行う。

②　毎日の授業が楽しい、わか
　る、集中している
　　　　　　　　　８０％以上

学校（授業）の様子やテスト結果
等に注目し、励ましを行う。

授業と連動した家庭学習に取り組ま
せ、積極的に評価する。

③　計画通りに家庭学習を行い
　勤勉ノートを提出している
　　　　　　　　　８０％以上

家庭内の学習環境を整え、家庭学
習を支援する。

生徒の自主性を重視し、感動のある
行事を推進する。

④　学習、部活動、学校行事等
　で満足感や感動を得ている
　　　　　　　　　８０％以上

授業参観や学校行事に参加し、子
ども（学校）の様子の把握し励ま
しを行う。

自己の生き方を考える機会をつく
り、体験的な活動を重質させる。

⑤　夢や希望をもち、将来のこ
　とを考えて生活している
　　　　　　　　　８０％以上

家庭で夢や希望、将来のことを話
題にして、共通理解を図り応援す
る。

生徒一人一人を大切にした教育相談
体制を強化する。

⑥　不安や悩みを打ち明けるこ
　とができる人（親、友達、先
　生など）が身近にいる
　　　　　　　　　９０％以上

子どもの様子を観察し、話に耳を
傾け、良き相談相手となる。

集団生活を通して、社会性を学び、
主体的な挨拶など規範意識を醸成さ
せる。

⑦　社会や学校、家庭のルール
　やマナーを守り、進んで挨拶
　する
　　　　　　　　　９０％以上

社会の一員としてのルールを守る
指導を行う。

種市中学校　チャレンジ目標「ターゲット７」

新しい特別支援員の紹介 


